
建物や部屋に対する満足度を「たいへん満足」「まあ満足」「どちらともいえない」「やや不満」「たいへん不満」の5段階でた

ずねた。グラフは「たいへん満足」＋「まあ満足」の回答の割合を示している。

東京では、「日当たりや風通し」が56％で最も高く、以下「天井の高さ」「部屋数、間取り（部屋の配置）」などがそれほど

差がなく続く。他の都市と比べると「建物の管理状態」以外はほとんどすべての設備・部位において満足度が低い。

建物や部屋に対する満足度4 1

4 住まいに対する満足度
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4 住まいに対する満足度 2 4 3



建物や部屋に対する満足度（各都市別）4 2

2 4 4
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4 住まいに対する満足度 2 4 5



現在の住宅に感じる不安度4 3

現在の住宅に感じる不安度を「強い不安を感じる」「不安を感じる」「どちらともいえない」「あまり不安は感じない」「まっ

たく不安は感じない」の5段階でたずねた。グラフは「強い不安を感じる」＋「不安を感じる」の回答の割合を示している。

東京では、「大地震が来たら建物が倒壊するのではないか」が43％で最も多く、以下「防犯対策が弱いのではないか」

（36％）、「冷暖房費がかかりすぎるのではないか」（35％）と続く。他の都市と比べて、「大地震が来たら建物が倒壊す

るのではないか」は地震の多い国のため3倍近く多く、また「防犯対策が弱いのではないか」「冷暖房費がかかりすぎるので

はないか」も相対的に多い。一方他の都市よりも不安が少ないのは「契約更新時に家賃が不当に値上げされるのではな

いか」で他の都市の3分の1程度。
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4 住まいに対する満足度 2 4 7



現在の住宅に感じる不安度（各都市別）4 4

2 4 8
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4 住まいに対する満足度 2 4 9



現在の住宅の住み心地満足度4 5

現在の住宅の住み心地の満足度をたずねたところ、東京では「たいへん満足している」は7％、「まあ満足している」の

56％と合わせて満足している人は63％にとどまる。ニューヨークでは「たいへん満足している」が26％で満足者計は

79％、ロンドンでは「たいへん満足している」が25％で満足者計は78％、パリでは「たいへん満足している」が21％で

満足者計は80％と、いずれも東京を上回る。

東京の住宅種別にみると、アパートの満足者計は56％、一戸建ての満足者計は53％と、マンションの68％と比べて低い。
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4現在の住宅の家賃に対する納得感4 6

現在の住宅の家賃に対する納得感をたずねたところ、東京では「とても納得している」は7％、「まあ納得している」の

43％と合わせて納得している人は51％の半数にとどまる。ニューヨークでは「とても納得している」が18％で納得して

いる人の合計は59％、ロンドンでは「とても納得している」が22％で納得している人の合計は62％、パリでは「とても納

得している」が24％で納得している人の合計は60％と、いずれも東京を10ポイント前後上回る。

東京の住宅種別にみると、満足度と異なり、住宅の種類による差は少ない。

4 住まいに対する満足度 2 5 1



住まい・居住地域に対する愛着度4 7

住まいに対する愛着度をたずねたところ、東京では「非常に愛着が強い」は9％、「やや愛着が強い」は37％で住まいに

愛着を持つ人は45％にとどまる。ニューヨークでは「非常に愛着が強い」が24％で愛着を持つ人の合計は63％、ロン

ドンでは「非常に愛着が強い」が24％で愛着を持つ人の合計は64％、パリでは「非常に愛着が強い」が31％で愛着を持

つ人の合計は71％にも及ぶ。
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4

居住地域に対する愛着度をたずねたところ、東京では「非常に愛着が強い」は9％、「やや愛着が強い」は36％で居住地

域に愛着を持つ人は44％にとどまる。ニューヨークでは「非常に愛着が強い」が28％で愛着を持つ人の合計は70％、

ロンドンでは「非常に愛着が強い」が26％で愛着を持つ人の合計は69％、パリでは「非常に愛着が強い」が30％で愛着

を持つ人の合計は67％に及ぶ。

4 住まいに対する満足度 2 5 3



集合住宅の交流人数別に現在の住宅の住み心地満足度をみると、いずれの都市においても親しくしている人数が多いほ

ど満足度は高い傾向がみられる。東京では親しい人が0人の満足度が62％であるのに対して、3人以上の満足度は72％

と10ポイント高い。

集合住宅の交流人数×現在の住宅の住み心地満足度5 1

5 集合住宅の交流と生活充実度

2 5 4



集合住宅の交流人数別に現在の住宅の家賃の相場観をみると、パリ以外の都市では親しくしている人数が多いほど割安

感が高い傾向がみられ、東京では親しい人が0人の割安感が33％であるのに対して、3人以上の割安感は44％と11ポ

イント高い。

集合住宅の交流人数×現在の住宅の家賃の相場観5 2

5 集合住宅の交流と生活充実度 2 5 5



集合住宅の交流人数別に現在の住宅の家賃に対する納得感をみると、いずれの都市においても親しくしている人数が

多いほど納得感が高い傾向がみられ、東京では親しい人が0人の納得感が49％であるのに対して、3人以上の割安感は

56％と7ポイント高い。

集合住宅の交流人数×現在の住宅の家賃に対する納得感5 3

2 5 6



5

集合住宅の交流人数別に精神的健康状態をみると、いずれの都市においても親しくしている人数が多いほど平均値は高

い傾向が見られ、精神的に問題がある人の割合が少なくなっている。

集合住宅の交流人数× WHO 精神的健康状態5 4

※WHO精神的健康状態については226ページ参照

5 集合住宅の交流と生活充実度 2 5 7



集合住宅の交流人数別に住まいに対する愛着度をみると、いずれの都市においても親しくしている人数が多いほど愛着度

は高い傾向がみられ、東京では親しい人が0人の愛着度が42％であるのに対して、3人以上の愛着度は64％と22ポイン

トも高い。

集合住宅の交流人数×住まいに対する愛着度5 5

2 5 8
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5 集合住宅の交流と生活充実度 2 5 9



ルームシェアの経験をたずねたところ、東京では現在が1％、過去経験が9％であわせて1割がルームシェア経験者であっ

た。ロンドンでは現在24％・過去経験44％で計68％と7割弱にも及ぶ。ニューヨークでは現在12％・過去経験39％

で計50％と半数、パリでは現在6％・過去経験21％で計27％となった。

ルームシェアの経験6 1

6 ルームシェア

2 6 0



シェアメイトの人数をたずねたところ、いずれの都市においても自分と「2人」が最も多いが、東京では72％と7割を超え

るのに対して、ロンドンでは41％にとどまる。

ルームシェアの地域、シェア人数6 2

ルームシェアをした経験のある人にその地域をたずねたところ、東京では「海外で」が26％、「海外、国内のどちらも」が

4％、「国内で」69％となった。他の都市をみると、「国内で」の割合は、ニューヨークでは81％、ロンドンでは74％、パ

リでは81％と東京よりも高い。

6 ルームシェア 2 6 1



シェアメイトとの関係をたずねたところ、いずれの都市も「以前から仲の良い友達だった」が最も多いが、その中でも東京が

61％と最も高い。ロンドンでは「相手に対する知識はまったくなかった」が28％と他の都市よりも10ポイント近く高い。

ルームシェアの性別、関係性6 3

シェアメイトの性別をたずねたところ、東京では「同性のみ」が69％、ニューヨーク、パリでも「同性のみ」のほうが多いが、

ロンドンでは「異性もいる」が61％と逆転する。

2 6 2



6シェアメイトの探し方、オーナーとの契約形態6 4

シェアメイトの探し方をたずねたところ、いずれの都市においても「元々の知り合いだった」が多く、東京では55％を占め

た。ロンドンでは「インターネットのシェアメイト募集サイト」が24％、「新聞広告」が13％とメディア経由が多い。

オーナーとの契約形態

をみると、東京では「あ

なた自身が契約して（シ

ェアメイトは同居者とし

て入居）」が43％で最も

多いが、ロンドンやパリ

では「シェアする同士が

別々に契約して」が4割

強で最も多い。ニューヨ

ークは様々な契約形態

が分散している。

6 ルームシェア 2 6 3



ルームシェアの理由をたずねたところ、いずれの都市においても、「住居費を節約したかったから」が最も多く、ニューヨー

クで79％、ロンドンで68％、東京で61％、パリで59％となった。次いで、「同居人がいると楽しそうだったから」が20

～30％で続く。

ルームシェアの理由、期間6 5

2 6 4



6

ルームシェアの期間をみると、いずれの都市においても平均20ヶ月強となっている。東京の性別にみると、女性（平均

25.8ヶ月）のほうが男性（15.3ヶ月）よりも期間が長い。

6 ルームシェア 2 6 5



ルームシェアの長所をたずねたところ、いずれの都市においても「住居費がより安く抑えられる」が最も多く、ニューヨー

クで89％、ロンドンで81％、東京で76％、パリで73％となった。東京と比べて他の都市の方が多くの長所の回答率が

高いが、特に「他人との共同生活のスキルが身につく」「同居人から刺激を受け自分も成長できる」「同居人が何かと世話

を焼いてくれて助かる」などの差が大きい。

ルームシェアの長所、短所6 6

2 6 6



6

ルームシェアの短所をたずねたところ、東京では「プライバシーが保てない」が48％で最も多く、「何かと気を遣う」が

38％で続く。ニューヨークとロンドンでは「お互いの嫌な部分が目に付く」「同居人と生活リズムが合わない」「掃除など

家事の負担が不公平」などが他の都市よりも多い。

6 ルームシェア 2 6 7



ルームシェアの満足度をたずねたところ、東京では「たいへん満足」が8％、「まあ満足」が43％と合わせて52％の半数

が満足と回答した。他の都市では満足していると回答した人は6割を超え、東京よりも満足している人の割合は高い。

ルームシェアの満足度6 7

2 6 8



6

今後のルームシェアの意向をたずねたところ、東京では「ぜひしたい」が2％、「まあしたい」が6％で合わせて8％がルー

ムシェアの意向を示した。ニューヨークでは意向者は14％、ロンドンでは22％、パリでは10％となっている。

年代別にみると、若年層のほうが意向は高く、15～24歳では、東京で18％、ニューヨークで38％、ロンドンで45％、パ

リで24％が意向を示している。

今後のルームシェア意向6 8

6 ルームシェア 2 6 9
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